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抱
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水
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場
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沢
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佐
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２
７
）

初
期
の
妊
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佐
伯
久
司
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１
）

キ
ャ
ン
プ
場
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ー
ナ
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佐
伯
勇
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（
３
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）

久
司
の
息
子

戸
塚
健
二
（
４
６
）

美
佐
の
不
倫
相
手

戸
塚
淳
子
（
４
３
）

健
二
の
妻

戸
塚
あ
ず
さ
（
１
３
）

健
二
の
娘

そ
の
他
の
人
物

看
護
師

ス
ー
ツ
姿
の
男
性

勇
人
の
妻
と
息
子

（
６
３
２
７
文
字
）
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○
産
科
医
院
・
外

扉
が
勢
い
よ
く
開
き
、
吉
沢
美
佐
（
２
７
）
。

逃
げ
る
よ
う
な
足
取
り
で
、
医
院
を
あ
と
に
。

背
後
を
気
に
か
け
、
小
走
り
で
去
っ
て
い
く
。

〇
公
園

ぼ
ん
や
り
と
ベ
ン
チ
に
腰
か
け
る
美
佐
。

視
線
の
先
に
は
、
遊
具
で
遊
ぶ
幼
児
と
母
。

美
佐
、
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
ス
マ
ホ
を
出
し
、

「
Ｔ
・
自
宅
」
と
い
う
登
録
名
に
か
け
る
。

〇
戸
塚
家
・
リ
ビ
ン
グ

固
定
電
話
が
鳴
り
、
ソ
フ
ァ
ー
で
野
球
を
見

て
い
る
健
二
（
４
６
）
が
、
キ
ッ
チ
ン
に
、

健
二
「
お
ー
い
、
電
話
」

淳
子
（
４
３
）
「
は
ー
い
」

娘
の
あ
ず
さ
（
１
３
）
、
健
二
の
そ
ば
で
ス

マ
ホ
を
い
じ
り
な
が
ら
、

あ
ず
さ
「
パ
パ
が
出
れ
ば
い
い
じ
ゃ
ん
」

健
二
「
い
ま
い
い
と
こ
な
ん
だ
よ
」

淳
子
、
エ
プ
ロ
ン
姿
で
受
話
器
を
取
り
、

淳
子
「
は
い
、
戸
塚
で
ご
ざ
い
ま
す
」

無
言
。

淳
子
「
も
し
も
し
？
」
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〇
公
園

じ
っ
と
か
た
ま
っ
た
ま
ま
の
美
佐
。

か
す
か
に
聞
こ
え
る
テ
レ
ビ
の
音
。

〇
戸
塚
家
・
リ
ビ
ン
グ

淳
子
「
も
し
も
し
？
」

無
言
。

淳
子
「
あ
の
、
ど
ち
ら
様
で
―
―
」

電
話
が
切
れ
る
。

淳
子
「
も
う
」

あ
ず
さ
「
い
た
ず
ら
？
」

淳
子
「
な
ん
に
も
言
わ
な
い
の
」

あ
ず
さ
「
（
ふ
ざ
け
て
）
あ
れ
じ
ゃ
な
い
？

パ
パ

の
不
倫
相
手
と
か
」

健
二
「
ど
う
し
て
わ
か
っ
た
？
」

あ
ず
さ
「
な
わ
け
な
い
か
、
そ
の
お
腹
で
」

と
、
健
二
の
太
鼓
腹
を
叩
く
。

〇
公
園

お
腹
に
そ
っ
と
手
を
あ
て
る
美
佐
。

〇
タ
イ
ト
ル
『
子
抱
き
富
士
』

〇
精
進
湖
・
全
景
（
夕
）

富
士
山
を
背
に
し
た
夕
暮
れ
の
湖
。
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〇
キ
ャ
ン
プ
場
・
駐
車
場
（
夕
）

湖
畔
の
駐
車
場
に
、
一
台
の
車
が
乗
り
入
れ
。

運
転
席
か
ら
降
り
る
美
佐
、
思
い
つ
め
た
顔
。

バ
ッ
グ
を
手
に
、
敷
地
の
奥
に
向
か
う
。

〇
同
・
バ
ン
ガ
ロ
ー
エ
リ
ア
（
夕
）

屋
根
の
修
繕
を
す
る
佐
伯
久
司
（
６
１
）
。

ひ

さ

し

美
佐
が
お
と
ず
れ
、

美
佐
「
あ
の
ー
」

久
司
、
ト
ン
カ
チ
の
手
を
と
め
、

久
司
「
い
ら
っ
し
ゃ
い
」

美
佐
「
飛
び
込
み
な
ん
で
す
け
ど
」

久
司
「
一
人
か
い
？
」

美
佐
「
は
い
」

久
司
「
内
風
呂
な
い
し
、
飯
も
出
な
い
よ
」

美
佐
「
大
丈
夫
で
す
」

久
司
「
予
定
は
？
」

美
佐
「
え
っ
？
」

久
司
「
何
泊
？
」

美
佐
「
一
泊
、
だ
と
思
い
ま
す
」

久
司
「
思
い
ま
す
っ
て
」

は
し
ご
を
降
り
て
き
て
、

久
司
「
変
な
こ
と
、
考
え
て
な
い
よ
ね
」

美
佐
「
え
っ
？
」
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久
司
「
違
う
な
ら
い
い
け
ど
。
で
、
ど
う
す
る
つ
も

り
？

コ
ン
ビ
ニ
、
じ
き
に
閉
ま
る
よ
」

美
佐
「
あ
あ
、
適
当
に
、
そ
の
へ
ん
は
」

久
司
、
受
け
流
し
て
、
奥
に
歩
き
出
す
。

〇
同
・
管
理
棟
・
室
内
（
夕
）

カ
ウ
ン
タ
ー
で
書
類
に
記
入
す
る
美
佐
。

書
き
終
え
て
、

美
佐
「
あ
の
、
書
き
ま
し
た
」

久
司
、
二
つ
の
コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
を
手
に
奥

か
ら
姿
を
見
せ
、
書
類
に
目
を
落
と
す
。

久
司
「
東
京
」

美
佐
「
え
え
」

久
司
「
な
ん
で
ま
た
精
進
湖
に
？
」

美
佐
「
あ
っ
、
え
ー
と
」

久
司
「
あ
あ
、
言
わ
ん
で
い
い
、
嘘
な
ら
」

美
佐
「
…
…
」

久
司
「
ま
あ
、
飲
み
な
」

と
、
カ
ッ
プ
を
一
つ
差
し
出
す
。

美
佐
「
あ
っ
、
コ
ー
ヒ
ー
は
」

久
司
「
嫌
い
か
い
？
」

美
佐
「
い
え
、
そ
う
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
け
ど
。
あ
っ
、

先
に
お
金
を
」

は
ぐ
ら
か
し
、
財
布
を
取
り
出
す
。
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〇
同
・
バ
ン
ガ
ロ
ー
・
室
内
（
夕
）

入
室
し
た
美
佐
、
バ
ッ
グ
を
床
に
置
い
て
ぺ

た
ん
と
座
り
、
深
々
と
た
め
息
を
つ
く
。

畳
ま
れ
た
そ
ば
の
布
団
に
、
崩
れ
落
ち
る
よ

う
に
横
倒
し
に
身
を
あ
ず
け
る
。

〇
同
・
バ
ン
ガ
ロ
ー
・
外
（
夕
闇
）

美
佐
、
ポ
ー
チ
を
手
に
扉
か
ら
出
て
く
る
。

ス
マ
ホ
の
ラ
イ
ト
を
た
よ
り
に
、
湖
畔
へ
。

〇
湖
畔
（
夕
闇
）

水
辺
に
し
ゃ
が
ん
だ
美
佐
。

す
ぐ
足
下
で
燃
え
る
、
小
枝
の
山
。

美
佐
、
炎
の
な
か
に
、
妊
娠
検
査
ス
テ
ィ
ッ
ク

を
そ
っ
と
差
し
入
れ
る
。

陽
性
を
知
ら
せ
る
二
本
の
赤
ラ
イ
ン
。

徐
々
に
形
を
失
い
、
ラ
イ
ン
ご
と
消
え
る
。

美
佐
、
ふ
と
対
岸
に
目
を
と
め
、
立
ち
上
が
る
。

暗
く
沈
ん
だ
対
岸
の
森
に
、
ち
ら
ち
ら
と
揺
れ

る
小
さ
な
明
か
り
。

じ
っ
と
目
を
凝
ら
す
美
佐
。

ス
マ
ホ
の
着
信
音
で
我
に
返
る
。

ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
出
し
、
表
示
に
動
揺
す
る
。

「
Ｔ
・
ス
マ
ホ
」
か
ら
の
着
信
。

美
佐
「
も
し
も
し
」
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〇
住
宅
街
（
夕
闇
）

健
二
、
リ
ー
ド
つ
き
の
犬
を
そ
ば
に
、
あ
た

り
を
気
に
し
つ
つ
、
ス
マ
ホ
に
、

健
二
「
僕
だ
」

〇
湖
畔
（
夕
闇
）

美
佐
「
何
？
」

健
二
（
声
）
「
電
話
、
く
れ
た
だ
ろ
？

今
日
の
昼
」

美
佐
「
富
士
山
」

健
二
（
声
）
「
え
っ
？
」

美
佐
「
い
ま
、
樹
海
の
そ
ば
に
い
る
の
。
じ
ゃ
あ
」

健
二
（
声
）
「
ち
ょ
っ
と
待
て
よ
」

美
佐
「
何
？
」

健
二
（
声
）
「
悪
か
っ
た
と
思
っ
て
る
。
い
き
な
り
切

り
出
し
て
」

美
佐
「
気
に
し
て
な
い
。
終
わ
っ
た
こ
と
だ
か
ら
」

〇
住
宅
街
（
夕
闇
）

健
二
「
だ
っ
た
ら
何
で
、
電
話
な
ん
か
」

沈
黙
。

健
二
「
迎
え
に
、
い
け
な
い
ぞ
」

通
行
人
「
こ
ん
ば
ん
は
」

ス
ー
ツ
姿
の
男
性
、
健
二
に
会
釈
し
て
、
そ

ば
の
門
扉
に
手
を
か
け
る
。
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健
二
、
ど
ぎ
ま
ぎ
し
つ
つ
会
釈
を
返
す
。

美
佐
（
声
）
「
伝
え
た
か
っ
た
だ
け
、
禊
を
す
る
っ
て
」

み
そ
ぎ

健
二
「
何
す
る
っ
て
？
」

〇
湖
畔
（
夕
闇
）

美
佐
「
禊
」

健
二
（
声
）
「
ど
う
い
う
意
味
だ
よ
」

美
佐
「
明
日
に
は
わ
か
る
、
こ
う
ご
期
待
」

健
二
（
声
）
「
お
い
、
美
佐
―
―
」

美
佐
「
さ
よ
な
ら
」

通
話
を
切
り
、
「
Ｔ
・
ス
マ
ホ
」
「
Ｔ
・
自
宅
」

の
登
録
を
、
続
け
て
消
去
す
る
。

美
佐
、
深
々
と
息
を
吸
い
、

美
佐
「
あ
ー
！
」

湖
に
向
け
て
叫
び
、
足
下
の
石
を
投
げ
る
。

〇
キ
ャ
ン
プ
場
・
共
同
炊
事
場
（
夜
）

湖
畔
か
ら
戻
る
美
佐
を
、
久
司
が
見
つ
け
、

久
司
「
お
い
、
べ
っ
ぴ
ん
さ
ん
。
食
っ
て
か
な
い
か
」

こ
ん
が
り
と
焼
き
上
が
っ
た
ソ
ー
セ
ー
ジ
。

美
佐
「
い
や
、
私
は
」

久
司
「
遠
慮
し
な
さ
ん
な
、
ほ
ら
」

手
際
よ
く
バ
ン
ズ
に
は
さ
み
、
仕
上
げ
る
。

困
惑
し
な
が
ら
も
、
受
け
取
る
美
佐
。

一
口
か
じ
り
、
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美
佐
「
お
い
し
い
」

久
司
「
（
満
足
げ
に
）
ビ
ー
ル
は
？
」

美
佐
「
は
い
。
…
…
あ
っ
、
い
い
で
す
」

久
司
「
出
か
け
る
の
か
？
」

美
佐
「
い
や
、
そ
う
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
け
ど
」

久
司
「
コ
ー
ヒ
ー
も
だ
め
で
、
ビ
ー
ル
も
だ
め
。
な

ん
だ
か
妊
婦
さ
ん
み
た
い
だ
な
」

美
佐
「
…
…
」

久
司
、
椅
子
を
そ
っ
と
差
し
出
す
。

久
司
「
わ
け
あ
り
か
い
？
」

美
佐
、
一
礼
し
て
腰
か
け
、

美
佐
「
…
…
あ
の
」

久
司
「
ん
？
」

美
佐
「
さ
っ
き
、
光
が
見
え
た
ん
で
す
け
ど
」

久
司
「
光
？
」

美
佐
「
湖
の
対
岸
。
森
の
中
に
」

久
司
「
あ
あ
、
た
ぶ
ん
う
ち
の
せ
が
れ
だ
。
去
年
の

夏
、
沢
の
事
故
で
な
。
嫁
さ
ん
と
、
五
歳
の
息
子
、

一
緒
に
な
く
し
た
ん
だ
」

美
佐
「
…
…
」

久
司
「
初
め
て
の
沢
登
り
、
も
ち
ろ
ん
ラ
イ
フ
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
も
着
て
た
。
だ
か
ら
余
計
に
流
さ
れ
て
な
」

〇
（
回
想
）
森
・
渓
流

ゆ
る
や
か
な
岩
の
斜
面
を
の
ぼ
る
佐
伯
勇
人
。

ゆ

う

と
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ふ
い
に
上
流
か
ら
、
大
き
な
流
木
が
現
れ
る
。

身
を
か
が
め
て
よ
け
、
下
流
に
目
を
向
け
る
。

妻
と
息
子
め
が
け
て
、
流
木
が
落
ち
て
い
く
。

〇
キ
ャ
ン
プ
場
・
共
同
炊
事
場
（
夜
）

久
司
「
息
子
は
自
分
を
責
め
た
。
沢
に
誘
っ
た
こ
と
。

二
人
を
救
え
な
か
っ
た
こ
と
」

缶
ビ
ー
ル
を
喉
に
流
し
込
ん
で
、

久
司
「
会
社
辞
め
て
、
二
ヶ
月
か
け
て
四
国
の
へ
り

を
歩
い
て
、
い
ま
で
は
あ
あ
し
て
、
森
の
中
で
仙

人
み
た
い
に
暮
ら
し
て
る
。
そ
れ
で
、
生
き
て
る

こ
と
を
知
ら
せ
る
た
め
に
、
夜
に
な
る
と
ラ
ン
プ

を
灯
す
ん
だ
」

美
佐
「
あ
の
」

久
司
「
ん
？
」

美
佐
「
ど
う
し
て
、
森
の
中
に
」

久
司
「
さ
あ
、
な
ん
で
だ
ろ
う
な
」

〇
同
・
バ
ン
ガ
ロ
ー
・
室
内
（
深
夜
）

明
か
り
の
落
と
さ
れ
た
室
内
。

布
団
の
中
で
横
に
な
る
美
佐
。

天
井
を
じ
っ
と
見
つ
め
て
い
る
。

〇
（
回
想
）
産
科
医
院
・
待
合
所

長
椅
子
に
腰
か
け
る
何
人
か
の
妊
婦
。
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思
い
つ
め
た
表
情
で
端
に
腰
か
け
る
美
佐
。

看
護
師
「
吉
沢
さ
ー
ん
、
吉
沢
美
佐
さ
ー
ん
」

美
佐
、
身
を
固
く
し
て
返
事
を
し
な
い
。

ふ
い
に
立
ち
上
が
り
、
前
の
め
り
で
逃
げ
る
。

〇
バ
ン
ガ
ロ
ー
・
室
内
（
深
夜
）

美
佐
、
布
団
の
中
か
ら
右
手
を
出
す
。

そ
の
手
を
お
腹
の
あ
た
り
に
持
っ
て
い
く
。

布
団
の
上
か
ら
、
静
か
に
お
腹
を
さ
す
る
。

や
が
て
そ
の
手
が
、
握
り
こ
ぶ
し
に
変
わ
る
。

ポ
ン
、
ポ
ン
と
、
軽
く
叩
き
始
め
る
。

徐
々
に
そ
の
力
が
強
く
な
っ
て
い
く
。

美
佐
、
思
わ
ず
顔
を
ゆ
が
め
、
ワ
ッ
と
泣
く
。

〇
湖
畔
・
貸
し
ボ
ー
ト
小
屋
・
外
（
早
朝
）

開
店
の
準
備
を
す
る
勇
人
（
３
２
）
。

ぼ
さ
ぼ
さ
髪
に
、
不
精
ひ
げ
。

手
ぶ
ら
の
美
佐
が
お
と
ず
れ
、

美
佐
「
あ
の
」

勇
人
「
は
い
？
」

美
佐
「
乗
り
た
い
ん
で
す
け
ど
」

勇
人
「
一
人
？
」

美
佐
「
は
い
」

勇
人
、
じ
っ
と
美
佐
を
見
る
。

美
佐
「
だ
め
、
で
す
か
？
」
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勇
人
「
い
や
」

〇
同
・
ボ
ー
ト
桟
橋
（
早
朝
）

ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
つ
け
た
美
佐
。

ボ
ー
ト
に
乗
り
込
み
、
オ
ー
ル
を
握
る
。

勇
人
「
気
ぃ
つ
け
て
」

ボ
ー
ト
の
へ
り
を
そ
っ
と
押
す
。

美
佐
、
ぎ
く
し
ゃ
く
し
た
オ
ー
ル
操
作
。

徐
々
に
こ
つ
を
つ
か
み
、
湖
畔
を
離
れ
る
。

真
顔
で
じ
っ
と
見
送
る
勇
人
。

〇
同
・
貸
し
ボ
ー
ト
小
屋
・
室
内
（
夕
）

勇
人
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
ー
」

釣
り
人
を
見
送
り
、
掛
け
時
計
に
目
を
や
る
。

午
後
四
時
五
〇
分
。

〇
同
・
ボ
ー
ト
桟
橋
（
夕
）

勇
人
、
桟
橋
ま
で
き
て
、
湖
を
見
渡
す
。

ひ
と
気
の
な
い
、
夕
暮
れ
の
湖
面
。

勇
人
、
そ
ば
の
ボ
ー
ト
に
乗
り
込
み
、
な
れ

た
手
つ
き
で
こ
ぎ
出
す
。

〇
湖
上
（
夕
）

ボ
ー
ト
に
仰
向
け
で
寝
そ
べ
る
美
佐
。

大
き
く
息
を
吐
き
、
覚
悟
を
決
め
た
顔
つ
き
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で
む
く
り
と
起
き
上
が
る
。

ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
脱
ぎ
、
よ
ろ
め
い
て

立
ち
上
が
る
。

息
を
呑
ん
で
、
湖
面
を
じ
っ
と
見
下
ろ
す
。

〇
同
（
夕
）

勇
人
、
遠
く
に
美
佐
の
ボ
ー
ト
を
見
つ
け
、

勇
人
「
お
ー
い
！
」

振
り
向
く
美
佐
。

一
礼
し
、
そ
の
ま
ま
ド
ボ
ン
と
飛
び
込
む
。

勇
人
「
あ
っ
！
」

あ
せ
っ
た
手
つ
き
で
、
オ
ー
ル
を
こ
ぐ
。

「
ガ
コ
ン
」
と
、
オ
ー
ル
を
固
定
す
る
器
具

が
片
方
壊
れ
る
。

勇
人
「
チ
ッ
、
な
ん
だ
よ
！
」

無
理
矢
理
こ
ぎ
進
め
る
が
う
ま
く
い
か
な
い
。

湖
に
飛
び
込
み
、
美
佐
の
も
と
へ
。

〇
同
（
夕
）

美
佐
、
死
に
き
れ
ず
、
湖
面
を
必
死
に
か
く
。

繁
茂
し
た
藻
が
、
腕
や
首
に
か
ら
ま
り
、

美
佐
「
ひ
っ
！
」

動
く
た
び
か
ら
み
つ
き
、
溺
れ
か
け
る
。

美
佐
「
た
す
、
け
て
」

そ
ば
ま
で
き
た
勇
人
、
美
佐
を
か
か
え
る
が
、
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勇
人
「
い
て
っ
、
暴
れ
ん
な
っ
て
！
」

ど
う
に
か
背
後
か
ら
救
助
し
、
ボ
ー
ト
の
へ

り
を
つ
か
ま
せ
る
。

〇
湖
畔
・
貸
し
ボ
ー
ト
小
屋
・
室
内
（
夕
）

頭
か
ら
バ
ス
タ
オ
ル
を
か
ぶ
っ
た
美
佐
。

憔
悴
し
て
椅
子
に
腰
か
け
、
茶
を
す
す
る
。

仏
頂
面
の
勇
人
、
ス
マ
ホ
の
操
作
を
始
め
、

美
佐
「
待
っ
て
」

勇
人
「
は
っ
？
」

美
佐
「
警
察
」

勇
人
「
違
う
よ
、
そ
の
ま
ま
じ
ゃ
風
邪
引
く
だ
ろ
。

あ
っ
、
も
し
も
し
、
俺
だ
け
ど
」

バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
に
姿
を
消
し
、
シ
ャ
ツ
と
ズ

ボ
ン
、
白
い
レ
ジ
袋
を
手
に
戻
る
。

押
し
つ
け
る
よ
う
に
美
佐
に
手
渡
す
。

勇
人
「
（
電
話
相
手
に
）
そ
う
、
い
ま
か
ら
」

美
佐
に
向
け
て
、
「
着
替
え
ろ
」
の
手
振
り
。

勇
人
「
う
ん
、
急
で
悪
い
け
ど
」

戸
口
か
ら
出
て
、
扉
が
閉
め
ら
れ
る
。

一
人
残
さ
れ
た
美
佐
。

し
わ
く
ち
ゃ
の
着
替
え
を
じ
っ
と
見
る
。

〇
同
・
貸
し
ボ
ー
ト
小
屋
・
外
（
夕
）

着
替
え
を
す
ま
せ
た
美
佐
、
膨
ら
ん
だ
レ
ジ
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袋
を
手
に
姿
を
見
せ
る
。

勇
人
、
う
な
ず
き
、
扉
に
鍵
を
か
け
る
。

美
佐
「
あ
の
」

勇
人
「
車
で
聞
く
」

〇
湖
畔
・
国
道
（
夕
）

夕
日
を
浴
び
て
走
る
軽
ト
ラ
ッ
ク
。

〇
走
行
中
の
車
内
（
夕
）

勇
人
、
運
転
し
な
が
ら
、

勇
人
「
待
っ
て
た
だ
ろ
」

美
佐
「
え
っ
？
」

勇
人
「
俺
が
迎
え
に
く
る
の
」

図
星
の
沈
黙
。

勇
人
「
来
た
と
き
か
ら
、
な
ん
と
な
く
わ
か
っ
て
た
。

お
ん
な
じ
目
し
て
た
か
ら
、
俺
と
。
で
も
あ
ん
た

は
、
助
け
を
求
め
た
。
あ
の
と
き
水
の
中
で
、
生

き
た
い
っ
て
願
っ
た
」

美
佐
「
あ
の
」

勇
人
「
俺
は
何
も
聞
か
な
い
し
、
聞
き
た
く
も
な
い
。

自
分
の
こ
と
で
、
手
一
杯
だ
か
ら
」

美
佐
、
ふ
と
思
い
あ
た
り
勇
人
の
顔
を
見
る
。

勇
人
「
何
？
」

美
佐
「
い
え
。
…
…
す
み
ま
せ
ん
」
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〇
キ
ャ
ン
プ
場
・
駐
車
場
（
夕
）

軽
ト
ラ
ッ
ク
か
ら
降
り
る
勇
人
と
美
佐
。

す
で
に
久
司
が
待
っ
て
い
て
、

久
司
「
あ
れ
？

君
は
―
―
」

勇
人
「
知
り
合
い
？
」

久
司
「
お
客
さ
ん
だ
」

勇
人
「
じ
ゃ
あ
ち
ょ
う
ど
い
い
、
あ
と
は
頼
ん
だ
」

久
司
「
あ
あ
、
ち
ょ
っ
と
」

勇
人
「
ん
？
」

久
司
「
つ
い
で
に
食
っ
て
け
、
た
く
さ
ん
作
っ
た
か
ら
」

〇
同
・
管
理
棟
・
室
内
（
夕
）

テ
ー
ブ
ル
を
は
さ
ん
で
勇
人
と
美
佐
。

久
司
、
ほ
う
と
う
の
大
鍋
を
手
に
姿
を
見
せ
、

久
司
「
あ
っ
た
ま
る
ぞ
ー
、
さ
さ
、
ど
う
ぞ
」

野
菜
た
っ
ぷ
り
。
立
ち
の
ぼ
る
湯
気
。

勇
人
、
自
身
の
分
を
取
り
分
け
、

勇
人
「
い
た
だ
き
ま
す
」

豪
快
に
す
す
る
。

か
た
ま
っ
た
ま
ま
の
美
佐
。

勇
人
「
し
ゃ
あ
ね
え
な
」

美
佐
の
分
を
取
り
分
け
、

勇
人
「
ほ
ら
」

美
佐
、
頭
を
下
げ
て
小
鉢
を
受
け
取
る
。

美
佐
「
い
た
だ
き
ま
す
」
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噛
み
味
わ
っ
て
食
べ
始
め
る
。

鼻
水
を
す
す
り
、
ふ
と
手
を
と
め
る
。

頬
を
伝
う
涙
。

手
で
ぬ
ぐ
う
が
、
と
ま
ら
な
い
。

勇
人
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
の
箱
を
そ
っ
と
置
く
。

×
×

×

食
べ
終
わ
っ
た
ほ
う
と
う
の
大
鍋
。

勇
人
、
「
フ
ー
」
と
息
を
つ
き
、

勇
人
「
ご
ち
そ
う
さ
ん
。
じ
ゃ
あ
、
あ
と
は
」

と
、
席
を
立
つ
。

久
司
「
ご
く
ろ
う
さ
ん
」

美
佐
、
あ
わ
て
て
立
ち
上
が
り
、

美
佐
「
あ
の
」

勇
人
、
後
ろ
手
を
振
り
、
戸
口
を
あ
と
に
。

お
も
む
ろ
に
腰
を
下
ろ
す
美
佐
。

久
司
「
少
し
は
、
落
ち
着
い
た
か
い
？
」

美
佐
「
す
み
ま
せ
ん
」

久
司
「
ん
？
」

美
佐
「
ご
迷
惑
か
け
て
」

久
司
「
浅
い
し
、
ぬ
る
い
」

美
佐
「
え
っ
？
」

久
司
「
精
進
湖
の
水
」

美
佐
「
あ
あ
」

久
司
「
と
き
に
は
、
な
り
ふ
り
か
ま
わ
ず
泳
い
で
み

た
く
な
る
」
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美
佐
「
…
…
」

久
司
「
う
ち
の
が
死
ん
だ
と
き
も
、
あ
あ
、
勇
人
の

母
親
の
こ
と
だ
が
、
あ
い
つ
、
藻
に
足
を
取
ら
れ

な
が
ら
も
、
対
岸
ま
で
泳
ぎ
き
っ
た
。
十
六
だ
っ

た
か
な
」

美
佐
「
…
…
私
」

久
司
「
ん
？
」

美
佐
「
妊
娠
し
て
る
ん
で
す
」

久
司
「
あ
あ
」

美
佐
「
堕
ろ
す
つ
も
り
で
し
た
。
で
も
、
だ
め
で
し

た
。
病
院
ま
で
、
行
っ
た
ん
で
す
け
ど
」

久
司
「
勝
手
だ
ね
。
産
め
な
い
。
で
も
一
人
で
は
、

逝
か
せ
た
く
な
か
っ
た
」

美
佐
「
…
…
」

久
司
「
俺
は
嫌
い
じ
ゃ
な
い
。
そ
う
い
う
馬
鹿
げ
た
、

人
間
く
さ
い
愛
情
の
間
違
え
方
。
さ
い
わ
い
ま
だ
、

取
り
返
し
も
つ
く
し
な
」

美
佐
「
す
み
ま
せ
ん
」

久
司
「
謝
る
相
手
が
、
違
っ
て
る
な
」

美
佐
、
自
身
の
お
腹
を
見
下
ろ
す
。

久
司
「
生
き
る
と
死
ぬ
、
そ
の
瀬
戸
際
で
も
、
コ
ー

ヒ
ー
と
ビ
ー
ル
を
飲
ま
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
、
答

え
じ
ゃ
な
い
か
い
？
」

美
佐
「
…
…
」

久
司
「
さ
あ
、
今
日
は
も
う
店
じ
ま
い
だ
。
あ
し
た
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は
早
起
き
だ
ぞ
」

美
佐
「
え
っ
？
」

久
司
「
案
内
す
る
よ
、
秘
密
の
場
所
に
」

〇
同
・
バ
ン
ガ
ロ
ー
・
室
内
（
早
朝
）

薄
暗
が
り
、
布
団
で
眠
る
美
佐
。

扉
の
ノ
ッ
ク
で
目
を
覚
ま
す
。

久
司
（
声
）
「
お
は
よ
う
、
起
き
て
る
か
い
？
」

美
佐
、
ね
ぼ
け
つ
つ
、

美
佐
「
あ
っ
、
は
い
」

〇
同
・
駐
車
場
（
早
朝
）

ワ
ゴ
ン
車
に
乗
り
込
む
久
司
と
美
佐
。

〇
走
行
中
の
車
内

久
司
、
運
転
し
な
が
ら
、

久
司
「
眠
れ
た
か
い
」

美
佐
「
は
い
」

久
司
「
昨
日
の
話
」

美
佐
「
え
っ
？
」

久
司
「
勇
人
の
、
亡
く
な
っ
た
嫁
さ
ん
と
、
息
子
」

美
佐
「
あ
あ
、
は
い
」

久
司
「
ぎ
ゅ
っ
と
抱
き
し
め
た
格
好
で
、
見
つ
か
っ

た
ん
だ
。
流
れ
か
ら
、
子
供
を
守
る
よ
う
に
し
て
」

美
佐
「
…
…
」
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久
司
「
由
美
さ
ん
と
、
翔
吾
。
あ
の
日
以
来
、
も
う

名
前
を
呼
べ
な
く
な
っ
た
。
な
ん
だ
か
、
引
き
留

め
る
よ
う
な
気
が
し
て
な
。
二
ヶ
月
か
け
た
勇
人

の
お
遍
路
を
、
台
無
し
に
す
る
よ
う
に
思
え
て
な
」

ル
ー
ム
ミ
ラ
ー
に
結
ば
れ
た
お
守
り
。

お
遍
路
さ
ん
の
刺
繍
が
笑
っ
て
揺
れ
る
。

久
司
「
余
計
な
お
世
話
か
も
し
れ
ん
が
、
こ
れ
も
何

か
の
縁
だ
。
ど
う
か
、
守
っ
て
や
っ
て
く
だ
さ
い
。

早
ま
っ
て
、
手
を
放
さ
ん
で
く
だ
さ
い
。
後
悔
せ

ん
よ
う
に
」

〇
湖
畔
・
国
道
（
早
朝
）

路
肩
に
停
車
す
る
ワ
ゴ
ン
車
。

そ
ば
の
森
に
、
登
山
道
の
案
内
板
。

久
司
と
美
佐
が
降
り
、
登
山
道
へ
。

〇
森
・
登
山
道
（
朝
）

坂
道
を
の
ぼ
る
久
司
と
美
佐
。

〇
同
・
高
台
（
朝
）

久
司
と
美
佐
、
息
を
切
ら
せ
て
姿
を
見
せ
る
。

見
晴
ら
し
の
い
い
高
台
に
、
使
い
込
ま
れ
た

テ
ン
ト
が
張
ら
れ
て
い
る
。

そ
ば
に
吊
る
さ
れ
た
、
炎
の
消
え
た
ラ
ン
プ
。

久
司
、
湖
ご
し
の
富
士
山
を
見
て
、
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久
司
「
そ
ろ
そ
ろ
か
な
」

富
士
山
す
そ
の
稜
線
か
ら
、
朝
日
が
昇
る
。

息
を
呑
ん
で
、
じ
っ
と
見
つ
め
る
美
佐
。

久
司
「
手
前
に
、
ち
っ
さ
い
山
が
あ
る
だ
ろ
」

美
佐
「
は
い
」

久
司
「
何
か
に
、
見
え
な
い
か
い
？
」

美
佐
、
ふ
と
思
い
あ
た
り
、

美
佐
「
富
士
山
の
、
子
供
」

久
司
「
あ
の
姿
を
昔
か
ら
、
『
子
抱
き
富
士
』
っ
て

言
う
ん
だ
」

美
佐
「
子
抱
き
、
富
士
」

久
司
「
そ
う
、
子
供
を
い
だ
く
、
子
抱
き
富
士
。
再

出
発
の
場
所
に
は
、
ぴ
っ
た
り
だ
ろ
？
」

美
佐
「
…
…
は
い
」

久
司
「
自
信
を
持
っ
て
、
言
え
る
か
い
？
」

美
佐
「
は
い
」

久
司
「
う
ん
、
そ
う
か
」

し
み
じ
み
と
う
な
ず
き
、
背
後
の
テ
ン
ト
に
、

久
司
「
お
い
、
空
海
さ
ん
、
朝
だ
ぞ
」

テ
ン
ト
か
ら
反
応
は
な
い
。

久
司
「
聞
い
て
ん
の
か
、
お
い
」

テ
ン
ト
に
近
づ
き
、
フ
ァ
ス
ナ
ー
を
下
ろ
す
。

し
ぼ
ん
だ
寝
袋
で
、
無
人
。

久
司
「
あ
れ
？
」

と
、
あ
た
り
を
見
ま
わ
す
。
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美
佐
「
あ
っ
」

湖
の
一
点
を
凝
視
す
る
。

久
司
「
ど
う
し
た
？
」

美
佐
「
あ
れ
っ
て
」

と
、
薄
暗
い
湖
上
を
指
差
す
。

久
司
「
あ
っ
！
」

湖
上
を
泳
ぐ
、
小
さ
な
黒
い
点
。

〇
湖
上
（
朝
）

着
衣
の
ま
ま
、
ク
ロ
ー
ル
で
泳
ぐ
勇
人
。

行
く
手
に
は
朝
焼
け
の
子
抱
き
富
士
。

髪
を
短
く
刈
り
、
ひ
げ
も
剃
っ
て
い
る
。

〇
森
・
高
台
（
朝
）

久
司
「
（
目
を
こ
ら
し
）
勇
人
か
？
」

美
佐
「
だ
と
思
い
ま
す
」

久
司
「
よ
し
、
行
く
か
？
」

美
佐
「
は
い
」

二
人
、
早
足
で
高
台
を
あ
と
に
。

〇
湖
畔
（
朝
）

ワ
ゴ
ン
車
が
路
肩
に
乗
り
入
れ
、
停
車
。

久
司
と
美
佐
が
降
り
、
水
辺
ま
で
小
走
り
。

ク
ロ
ー
ル
の
勇
人
、
徐
々
に
近
づ
い
て
く
る
。

浅
瀬
に
た
ど
り
着
き
、
よ
ろ
め
い
て
歩
く
。
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久
司
、
足
下
を
濡
ら
し
て
迎
え
に
い
き
、
前

の
め
り
で
崩
れ
た
勇
人
を
抱
き
と
め
る
。

久
司
「
ば
か
も
ん
」

苦
笑
い
の
勇
人
、
肩
を
借
り
て
岸
へ
。

息
も
た
え
だ
え
、
仰
向
け
に
寝
こ
ろ
が
る
。

そ
ば
の
砂
利
を
無
造
作
に
つ
か
む
。

美
佐
に
こ
ぶ
し
を
差
し
出
し
、

勇
人
「
や
る
よ
、
記
念
に
」

美
佐
「
え
っ
？
」

勇
人
「
誕
生
日
だ
、
あ
ん
た
と
俺
の
」

手
を
ひ
ら
く
と
、
パ
ラ
パ
ラ
と
砂
利
が
落
ち
、

緑
色
の
美
し
い
石
が
、
そ
こ
に
残
る
。

石
に
そ
っ
と
伸
ば
さ
れ
る
、
美
佐
の
手
。【

完
】


